
平成 31年 4月 

 

“JUNTOS!! 中南米対日理解促進プログラム” 

派遣プログラム ブラジルグループ 
（対象国：ブラジル / テーマ：在日日系社会支援事業） 

 
 

１. プログラム概要 

外務省が推進する「JUNTOS!!中南米対日理解促進プログラム」の一環として、日本にて在日ブラジ

ル人との交流などの活動を行う 6名が平成 31年 2月 16日から 2月 25日までの期間にてブラジルに

派遣され、現地の日系人やブラジルに関する包括的理解を促進し、また、関連団体との意見交換の

機会を設けるなど、今後の日本での活動につながるプログラムを実施しました。 

滞在中、参加者は各地で若者日系人グループ、訪日経験者やその子弟の方々との意見交換をはじ

め、日系関連団体への表敬訪問や交流などを通じて、派遣国について理解を深めると共に、現地と

のネットワークを構築すべく積極的にプログラムに取り組みました。 

 

※「JUNTOS!!中南米対日理解促進プログラム」の目的とは 

●JUNTOS!!中南米対日理解促進プログラムは、外務省が平成 27年度より中南米各国を対象とし

て実施している事業で、中南米における対日理解の増進を図り、深い相互理解に立脚した

日・中南米関係を一層発展することをその目的としています。本事業は、日本との関係強化

に貢献されることを期待される中南米の方々を日本に招待する「招へい事業」と、テーマを

決定し、同分野の関係者を中南米各国に派遣する「派遣事業」の２本柱にて実施していま

す。 

●中南米における対日理解の増進を図り、深い相互理解に立脚した日・中南米関係の発展を進め

る。 

 

【参加人数】6名 

 

【訪問地】 

ブラジル連邦共和国 

（サンパウロ、サントス、クリチバ、マリンガ、アサイ、ロンドリーナ） 

 

  



２. 日程 

 

2月 16日（土） 出発前オリエンテーション 

 成田空港より出国 

 （ニューヨーク経由） 

2月 17日（日） ブラジル サンパウロ到着 

 館員からの概要説明 

 国外就労者情報援護センター（CIATE）訪問 

 若手日系人との意見交換会 

2月 18日（月） 開拓先没者慰霊碑参拝 

 日本館視察 

 

中川郷子氏事務所（カエルプロジェクト）訪問 

※カエルプロジェクト：訪日就労者子弟のブラジル帰国後の社会適応を支援

する活動 

 ブラジル日本文化福祉協会訪問（JUNTOS石碑含む） 

 移民史料館視察 

 サンパウロ人文科学研究所視察 

 ニッケイ新聞訪問 

2月 19日（火） 大志万学園見学及び意見交換 

 サントス上陸記念碑訪問 

 サントス日本人会館訪問 

 訪日就労経験者等との意見交換会 

2月 20日（水） 現地難民・外国支援者 NGOカリタスとの意見交換 

 クリチバ日伯文化援護協会訪問 

 クリチバ市役所表敬 

 訪日就労経験者子弟との意見交換会 

2月 21日（木） マリンガ文化体育協会訪問 

 マリンガ市役所表敬 

 サンフランシスコ・シャヴィエル校視察 

 マリンガ文化体育協会部活代表との意見交換会 

2月 22日（金） アサイ市役所表敬 

 アサイ城視察 

 市長、副市長、市議会議員との意見交換会 

 バロン・ド・リオブランコ・パラナ州立学校視察 

 ロンドリーナ市役所表敬 

 フォーリャ・デ・ロンドリーナ紙取材 

 日系協会会長等との意見交換会 

2月 23日（土） ロンドリーナ文化体育協会訪問 

 JUNTOS!!在日日系人支援者招へい者＋琉球国祭り太鼓との意見交換会 

 沖縄県人会視察 

 空路、サンパウロへ 

 サンパウロ空港より帰国 

2月 24日（日） （ヒューストン経由） 

2月 25日（月） 成田空港帰着 

 



 

３. プログラム記念写真 

 

  

2月 17日 

【若手日系人との意見交換会】 

2月 18日 

【慰霊碑】 

  

2月 18日 

【日本館】 

2月 18日 

【JUNTOS石碑】 

  

2月 18日 

【サンパウロ人文科学研究所】 

2月 19日 

【大志万学園】 



 
 

2月 19日 

【サントス上陸記念碑】 

2月 19日 

【サントス日本人会館】 

  

2月 19日 

【在サンパウロ総領事公邸での意見交換会】 

2月 20日 

【クリチバ市役所】 

  

2月 21日 

【マリンガ文化体育協会】 

2月 21日 

【マリンガ市役所】 



  

2月 21日 

【サンフランシスコ・シャヴィエル校】 

2月 21日 

【マリンガ文化体育協会の部活代表と意見交換会】 

  

2月 22日 

【アサイ市役所】 

2月 22日 

【アサイ城】 

  

2月 22日 

【バロン・ド・リオブランコ・パラナ州立学校 】 

2月 22日 

【ロンドリーナ市役所】 



  

2月 22日 

【フォーリャデロンドリーナ紙取材】 

2月 22日 

【日系協会会長等との意見交換会】 

  

2月 23日 

【ロンドリーナ文化体育協会】 

2月 23日 

【沖縄県人会】 

  

2月 23日 

【祭り太鼓の活動】 

2月 23日 

【祭り太鼓のメンバー】 

 

 

 



４. 参加者の感想 

 

 ブラジルでも自分達と同じような活動をしている人がおり、彼らとの共通点や異なる点を知る

ことで、自分たちの活動のあり方を考え直すことができた。 

 日系人の方々に出会い、日頃の我々の活動に感謝の言葉をもらった時は涙が出そうな程嬉しか

ったが、彼らの期待に応える為にも、まだまだ頑張らないといけないと思った。 

 このプログラムに参加する事で、今までの自分の活動で上手くいかなかった時の理由が分か

り、反省する部分があった。今回のつながりを大事にしていきたい。 

 日系社会のことをより深く理解する事ができた。また、何世であろうと、日本人であることに

誇りを持っていることに驚いた。 

 実際に来てみないと分からない事だらけで、とても勉強になった。在日日系人の子供たちに、

不安や悩みを取り除き、将来の夢や目標を持ってもらう活動をしている身としては、もっと現

実的なアドバイスができるようになったと思う。 

 インターネットや本では分からない多くの事を学べた。彼らが日本に対して誇りを持っている

ように、自分も日本人であることに誇りを持っていこうと思う。また、今回の JUNTOSのメン

バーに出会えた事が良かった。 

 このプログラムは日本とブラジルの友好関係を深める為にとても重要だと思う。今後も続け

て、次の世代にも、両国のより良い友好関係を築き上げて欲しい。 

  

 

５. 参加者の対外発信 ＜Youtube＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Youtube:日本人から見たブラジルについて  (2019/03/09 に公開) 

 

 



６.その他の発信 

 

 

 

 

ニッケイ新聞による取材記事 

（2019年 2月 20日） 

ジョルナル・ド・ポーヴォ紙による取材記事 

 (2019年 2月 22日付） 

 

 

フォーリャデロンドリーナ紙による取材記事 

 (2019年 2月 28日付） 
 

「総領事と日本人学生一行がマリンガ訪問」 

 木村総領事は，日本で働くブラジル人への支援強化及

びブラジルへの帰国後の社会適合を図るブラジル人と

の意見交換を行う目的でマリンガを訪問した旨説明。派

遣した若者は，日本に滞在し働くブラジル人への支援を

行っている旨紹介した。 

 スカボラ副市長は一行の訪問を歓迎し，日本人移民の

歴史的経緯について，今日でも日本人がマリンガ市の市

制施行当時にもたらした連携システムから多くを学ん

でいる旨説明。 

「若い日本人が日本で出稼ぎ子弟のサポートをす

る」 

彼らは日本に住むブラジル人の子供や青少年の学校

への順応の手助けをする 

日本人青年サポータ一行はブラジルでもっとも大

きい日系コミュニティーを訪れ学校を訪問し、出稼

ぎ支援協会の活動をみて現地の日系人と話をした。

目的は日系ブラジル人が日本で生活した間に感じた

困難や不安を実感し習得した知識を日本で活用する

こと。 

総領事にとって、一行がブラジルに来ることによっ

て日本に住む日系ブラジル人コミュニティーの得と

なる。「我々は日系人を日本へ送っているが彼らは何

らかの形で困難に陥っている、だからとても重要であ

る。このプログラムを通して、彼ら（一行の方々）は

その日系人の助け方を改善することが出来る。」 



７. 報告会での帰国後のアクションプラン 

 

 グループ全体 

事業目的、内容、そして本事業を通して学んだことを発表する。 

（30 分程度。流れ：ウェルカムドリンク⇒JUNTOS 目的 1～2 分⇒自己紹介１分/6 分⇒日程 5 分

⇒個人発表 3分/18分⇒総まとめ⇒質疑応答⇒ブラジルのお菓子等を食べながら意見交換。個人

発表の内容は個別のプリントに記載。） 

 

 各参加者 

①学習指導以外にも、心のケアの重要性を強く感じた。ボランティアを行っている所属団体（ABC

ジャパン）とも協議しながら実施したい。 

②心のケアには言葉が必要な為、ポルトガル語の習得が必要だと思った。 

③在日日系人の子どもに、今回ブラジルで見てきた日系社会の活躍を伝えることで、自国文化に

誇りを持ってもらう様に促す。 

④多文化共生についての興味促進を目的に、地域のお祭りにおいて日系社会のブラジル文化の

発信を行う。SNS等や冊子作成などを模索。 

 

 日系社会の原点、日本に移民している世界の日系人のアイデンティティ、ブラジル日系人が何に

誇りを持っているか等の調査を実施。 

 

 ブラジルにおける日系団体の活動を広める。日本の反対側で、日系人がどれほど日本文化を伝承

し、どれほど日本を愛しているか等。 

 

 日本にいる子どもたちに、ブラジルの子どもたちの生活の様子を伝える。並行して、日本の学

校・生活に慣れる大変さを話し、心構えを養う様に促す。 

 

 ①静岡県の公立小学校にて 

a)学校の先生方を対象としたレクチャーを行う。ブラジルの文化、学校のシステムについてプレ

ゼンを研修会で行う。6月～ 

b)自分が担当する学校にいるブラジル人生徒に対して、有効な学習支援を行う。ブラジルの学校

のシステム、言語についてサポート、ガイドラインの作成等。 

②日伯交流協会等にて 

ブラジルの方が日本で暮らしやすいように、日本人-ブラジル人間の交流を盛んにする。日伯交

流協会における活動に参加する。また、ブラジル人が就労する企業で実施されるブラジルフェス

ティバルにも参加予定。 

 


